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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月4日(2011.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の燃料電池システムは、燃料ガスと酸化剤ガスとの電気化学反応により発電する
燃料電池と、燃料ガスの漏洩を判定する制御部と、を備える燃料電池システムであって、
制御部は、燃料電池の電圧を始動電圧から開回路電圧よりも低い運転電圧まで上昇させて
燃料電池を始動する始動手段と、燃料電池の始動の際に、燃料電池の電圧が運転電圧に達
する前に燃料ガスの漏洩を判定する漏洩判定手段と、燃料電池の燃料極に燃料ガスを供給
する燃料ガス供給手段と、燃料電池の酸化剤極に酸化剤ガスを供給する酸化剤ガス供給手
段と、を備え、始動手段は、燃料ガス供給手段によって燃料電池の燃料極に燃料ガスを供
給した後、酸化剤ガス供給手段によって酸化剤ガスを酸化剤極に供給して燃料電池の電圧
を上昇させ、漏洩判定手段は、燃料ガスを供給した後、酸化剤ガスの供給開始までの間に
燃料ガスの漏洩の判定を行うこと、を特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料ガスと酸化剤ガスとの電気化学反応により発電する燃料電池と、
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　燃料ガスの漏洩を判定する制御部と、を備える燃料電池システムであって、
　制御部は、
　燃料電池の電圧を始動電圧から開回路電圧よりも低い運転電圧まで上昇させて燃料電池
を始動する始動手段と、
　燃料電池の始動の際に、燃料電池の電圧が運転電圧に達する前に燃料ガスの漏洩を判定
する漏洩判定手段と、
　燃料電池の燃料極に燃料ガスを供給する燃料ガス供給手段と、
　燃料電池の酸化剤極に酸化剤ガスを供給する酸化剤ガス供給手段と、を備え、
　始動手段は、燃料ガス供給手段によって燃料電池の燃料極に燃料ガスを供給した後、酸
化剤ガス供給手段によって酸化剤ガスを酸化剤極に供給して燃料電池の電圧を上昇させ、
　漏洩判定手段は、燃料ガスを供給した後、酸化剤ガスの供給開始までの間に燃料ガスの
漏洩の判定を行うこと、
　を特徴とする燃料電池システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料電池システムであって、
　燃料ガス供給手段は、燃料ガス供給流路と燃料ガス供給流路に設けられた燃料供給弁を
含み、
　燃料電池の燃料極から反応後の燃料ガスを排出するガス排出流路と、
　ガス排出流路に設けられたガス排出弁と、
　燃料供給弁よりも燃料極側でガス排出弁よりも燃料極側にある燃料ガス流路の圧力を検
出する圧力センサと、を備え、
　漏洩判定手段は、
　燃料供給弁とガス排出弁とを閉止し、圧力センサによって検出した圧力低下割合によっ
て燃料ガスの漏洩を判定すること、
　を特徴とする燃料電池システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の燃料電池システムを搭載する電動車両。
【請求項４】
　燃料ガスと酸化剤ガスとの電気化学反応により発電する燃料電池と、
　燃料電池の燃料極に燃料ガスを供給する燃料ガス供給手段と、
　燃料電池の酸化剤極に酸化剤ガスを供給する酸化剤ガス供給手段と、
　燃料ガスの漏洩を判定する制御部と、を備える燃料電池システムであって、
　制御部は、
　燃料電池の始動電圧が開回路電圧よりも低く、開回路電圧より低い運転電圧よりも高い
場合、始動の際に燃料電池の電圧を始動電圧から運転電圧まで低下させ、燃料ガス供給手
段によって燃料電池の燃料極に燃料ガスを供給した後、酸化剤ガス供給手段によって酸化
剤ガスを酸化剤極に供給して燃料電池を始動させる始動手段と、
　燃料ガスを供給した後、酸化剤ガスの供給開始までの間に燃料ガスの漏洩を判定する漏
洩判定手段と、
　を備えることを特徴とする燃料電池システム。
【請求項５】
　請求項４に記載の燃料電池システムであって、
　燃料ガス供給手段は、燃料ガス供給流路と燃料ガス供給流路に設けられた燃料供給弁を
含み、
　燃料電池の燃料極から反応後の燃料ガスを排出するガス排出流路と、
　ガス排出流路に設けられたガス排出弁と、
　燃料供給弁よりも燃料極側でガス排出弁よりも燃料極側にある燃料ガス流路の圧力を検
出する圧力センサと、を備え、
　漏洩判定手段は、
　燃料電池の始動の際に、燃料供給弁とガス排出弁とを閉止し、圧力センサによって検出
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した第１の圧力低下割合と燃料電池の出力電流から推定した燃料ガスの消費量に基づく第
２の圧力低下割合とによって燃料ガスの漏洩を判定すること、
　を特徴とする燃料電池システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の燃料電池システムであって、
　漏洩判定手段は、第１の圧力低下割合から第２の圧力低下割合を差し引いて第３の圧力
低下割合を計算し、第３の圧力低下割合が第１の閾値以上であった場合に漏洩と判定する
こと、
　を特徴とする燃料電池システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の燃料電池システムであって、
　漏洩判定手段は、第１の圧力低下割合が第１の閾値よりも大きい第２の閾値以上であっ
た場合に漏洩と判定すること、
　を特徴とする燃料電池システム。
【請求項８】
　請求項４から７のいずれか１項に記載の燃料電池システムを搭載する電動車両。
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